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はじめに

激変する社会環境～ピンチとチャンス～
日本経済の成熟化や少子高齢化、人口減少など社会環境が目まぐるしく変化
する中で、国内各地の中小企業・小規模事業者においては、製造原価に直結
する経費の高騰、働き方改革に伴う生産性の向上、後継者不足の中での事業
承継といった企業固有の課題に直面しており、厳しい環境下で将来に不安を
抱いている方々は決して少なくありません。
一方、持続可能でよりよい社会を目指す国際目標「SDGs」が国連で採択され、
わが国においても、ビジネス、科学技術イノベーション、地方創生、人材活
用など様々な分野でサステナブルな社会づくりに注目が集まっており、未活
用資源の利用や再生可能／循環型の商品・サービスの創出、作り手や地域の
想いに対する消費者の共感から消費行動に至る「共感消費」の台頭、ICTや
AI、ビッグデータを駆使したスマートシティ関連産業の振興等、新産業・新
サービスの芽や消費行動の変化が広がりを見せています。

「デザイン経営」を実践するための「デザイ

ンプロデュース」
上記のように課題と機会が混在する社会で、事業者の方々が、「地域経済の
活性化」や「未来に繋ぐ商品・企業づくり」を推進していくにあたり、注目
されている手法の１つが「デザイン経営」です。この「デザイン経営」とは、
ブランド構築や顧客ニーズを起点としたイノベーション創出に寄与する「デ
ザイン」の力を活用する経営手法を指します。
私たちは、特に、中小企業・小規模事業者の方々が、「デザイン経営」を実
践するためには、デザインの考え方を基本にしながら、ビジネスの上流から
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会を有している全国の中小企業・小規模事業者や支援者をはじめ、全ての方々
に「デザインプロデュース」や「デザイン経営」を自分事（じぶんごと）と
して体感して頂けるよう、様々な分野の事例を紹介しています。「脈々と受
け継がれた技術に革新的な造形を加えた伝統工芸品」、「地域産品を活用し地
域をまるごとブランディングした食品関連商品・サービス」、「様々な関係者
を束ね、巻き込んだ観光・まちづくり」、「現役高校生主導による地域産業と
教育カリキュラムとの協業」、「大阪・関西万博を視野に入れた持続可能なエ
ネルギー社会の実現」等、ヒントとなる事例が散りばめられています。web
で公開している基礎研修のテキストと併せてご覧いただければ、より一層理
解が深まることと思います。
これらの事例を見るに、ひとりひとりの力はたとえ微力であっても、事業者
と支援者、様々なステークホルダーが協働しながら、「デザインプロデュース」
を実践することにより、「デザイン経営」が促され、大手企業とは異なる独
自性の高い事業が生み出せると私たちは確信しています。
ぜひ、未来の事業づくりを考えて行く上で、当報告書をヒントにして頂けれ
ば幸いです。
それではぜひ「楽しんで」ご覧ください。

一般社団法人地球MD 代表理事
山本 聖

下流までを総合的にプロデュースしていくことが重要だと考えています。つ
まり、究極的に求められているのは、製品やサービスの開発をするだけでは
なく、企業のビジョン構築や顧客ニーズの探索から、一般に手薄になりがち
な流通戦略や販路構築、事業の実現や継続に必要な組織・人材のネットワー
ク化まで、デザインと経営の両面から総合的に支援する「デザインプロデュー
ス」だと考えています。しかし、地域においては、このような支援ができる
人材は不足しているのが実情です。

デザインプロデューサーを育成するための

アカデミーを開校！
このような背景のもと、私たちは、経済産業省・中小企業庁の「令和元年度
ローカルデザイナー育成支援に関する委託事業」として、中小企業・小規模
事業者の支援者を主な対象とした「ふるさとデザインアカデミー ichi」を開
校しました。
このアカデミーは、地域においてデザインと経営の両面から「デザインプロ
デュースができる人材（デザインプロデューサー）」を「短期集中プログラム」
と「デザインプロデュースプログラム」を通じて育成するものです。このうち、
「短期集中プログラム」では、全国 20か所で全 4日間の講義やワークショッ
プを行い、「デザインプロデュースプログラム」では、北海道から沖縄まで
61のプロジェクトにおいて、それぞれに従事する支援者・事業者のチーム
に対し、約半年間に及ぶOJTを実施してきました。

未来事業の創造のために支援者と読者に

託す当報告書の活用
当報告書は、プログラムに参加して頂いた方々のみならず、同様の課題と機
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運営体制

主催
経済産業省（商務・サービスグループ クールジャパン政策課 デザイン政策室）
中小企業庁（経営支援部 小規模企業振興課）

運営企業
株式会社ジェイアール東日本企画
株式会社ロフトワーク
ミテモ株式会社
株式会社Culture Generation Japan
株式会社 TCI研究所
アッシュ・ペー・フランス株式会社

運営事務局
株式会社ジェイアール東日本企画
津田 浩平、山﨑 卓、上地 寛尚、藤田 裕幸、松本 修、坂爪 由希子

運営コアメンバー
プログラムの全体設計、テキスト開発、研修の運営、各支援者への現場実習は以下の
メンバーの知見を基に作成し、実施しました。

山本 聖 一般社団法人地球MD 代表理事

元小田急百貨店商品統括部マーチャンダイザー、元独立行政法人中小企業基盤整備機

構本部プロジェクトマネージャー 百貨店時代に郊外店舗と都心店舗の衣料品全般の
仕入れ担当者として従事。
特に小売業主体のMDによる自主編集・単品売場型の差異化商品開発を中心に担当。
国内外問わず、外資大手に負けない専業ブランド開発を産・官・学機関と連携しなが
ら具現化に努める。退社後経済産業省の外郭団体において日本各地の中小企業事業者
の事業化、販路開拓支援政策プログラムの開発・運営等を地域自治体・支援機関等と
連携し推進。

二本栁 友彦 株式会社ロフトワーク

海外販路獲得を支援する経済産業省の補助事業「MORE THAN プロジェクト」、台湾
の食品加工メーカーの日本進出を支援する「Taiwan Good Agriculture」、長野県諏訪
市の技術発信を行う「SUWAデザインプロジェクト」、日本のスタートアップ企業の
成長戦略を力強く後押しする経済産業省「J-Startup」など、官公省庁のプロジェクト
を中心に企画運営を担当。

堀田 卓哉 株式会社Culture Generation Japan 代表取締役

大学卒業後、株式会社セリク入社。フランスの技術や商品を日本企業に導入する仕事
に携わる。その後モナコ大学で MBA を取得し、2006 年より株式会社ホンダコンサル
ティングに。HONDA グループの経営再建を行う。
2011 年、株式会社 Culture Generation Japan を設立。東京都美術館との「Tokyo 
Crafts&Design」や、中小機構「Next Market In」事業、経済産業省「MORE THAN 
PROJECT」などに参画し、伝統工芸品や地域資源を国内外へ広く紹介している。
2016年 現代の楽市・楽座『JAPAN BRAND FESTIVAL』 共同代表として設立。日本
各地の LOCAL to GLOBAL 事業をつなげ、新たな価値を生み出す共創プラットフォー
ム として活動をスタートした。2018年 『JAPAN BRAND PRODUCE SCHOOL』開校。
2019年  香港にサステナビリティをコンセプトとしたマルチレーベルショップ『The 
LAB』を開店した。

西堀 耕太郎 株式会社日吉屋 代表取締役／株式会社 TCI研究所 代表取締役

高校卒業後カナダに留学。帰国後地元市役所勤務を経て、結婚と共に老舗京和傘工房「日
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吉屋」の 5代目を継ぐために和傘職人の道を選ぶ。2003年株式会社日吉屋代表取締
役に就任。インターネット販売やメディアと連動した新しい京和傘のブランディング
や、各分野のデザイナーやアーティストとのコラボレーションに取り組む。
2006年照明デザイナー長根寛氏達と開発に取り組んだ和風照明「古都里 -KOTORI-」
シリーズを発表。グッドデザイン賞特別賞、新日本様式 100選、FORM2008、iFプ
ロダクトデザインアワード（ドイツデザイン賞）等を受賞。
「グローバル老舗ベンチャー」を標榜し、国内外で活動中。2012年日吉屋で培った経
験とネットワークを活かして、日本の伝統工芸や中小企業の海外向け商品開発や販路
開拓を支援する TCI研究所を
設立し、代表に就任。全国延べ約 500社以上の企業の商品開発や海外展開等を支援。

澤田 哲也 ミテモ株式会社 代表取締役

採用コンサルティング会社を経て、2007年 社会人教育・研修を手がける株式会社イ
ンソースに入社。5年間で述べ 300社の民間企業に対して、次期経営人材育成や組織
変革をテーマに人材育成プログラムの企画・設計に携わる。また、新規事業開発にも
取り組み、2012年にミテモ株式会社の事業開発を担当、同年 代表取締役に就任。オ
ンライン教育サービスやデザイン思考をベースとした新規事業・商品開発プログラム
をはじめとした多種多様な育成支援事業を立ち上げる。
また、2016年から全国各地の地方自治体との連携による事業創出・商品開発・販路開拓・
デザインイノベーションのための教育事業に取り組む。2018年には JAPAN BRAND 
PRODUCE SCHOOL設立。日本の地場産業や伝統工芸にデザイン・クリエイティブ
を取り入れ、商品開発・販路開拓を手がけるプロデューサー育成に取り組む。

講師・外部専門家

短期集中プログラム講師（基礎研修のみ）
松浦 貴昌 株式会社フィールビート
郡山 茜 株式会社ステップデザイン
臼井 冬彦 臼井事務所
石山 暁 株式会社 TCI研究所 Atelier BlancsManteaux

短期集中プログラム講師（基礎研修・ワークショップ）
中川 勇志 スノーアイティエヌ株式会社
杉原 広宣 有限責任事業組合monova ／ 株式会社スカイ・モーション
安藤 寛之 株式会社エンタトニック
エサキヨシノリ 情熱の学校
小林 義幸 株式会社地域ブランド企画
近藤航 株式会社エガイテ
加藤 修平 株式会社ロフトワーク クリエイティブディレクター
桑原 季 株式会社ロフトワーク クリエイティブディレクター
宮本 明理 株式会社ロフトワーク クリエイティブディレクター
飯沢 未央 株式会社ロフトワーク クリエイティブディレクター

短期集中プログラム講師（知的財産権と産業財産権）
山田 龍也 中小企業・ベンチャー支援委員会
羽立 幸司 知的財産綜合事務所
是枝 洋介 海外通特許事務所
小林 良平 京都国際特許事務所
高崎 俊 芝田総合法律事務所／Arts and Law所属
田邉 幸太郎 三村小松法律事務所／Arts and Law所属
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実施データ
本事業に採択した支援者、短期集中プログラムなどの実施場所などは以下の通りです。

採択支援者 /企業一覧
支援者の活動エリア 採択支援者 /企業一覧

北海道砂川市 砂川市 経済部商工労働観光課
北海道札幌市 株式会社サッポロドラッグストアー

北海道積丹エリア 株式会社キットブルー

北海道小樽市 小樽市議会

北海道旭川市 株式会社須田製版

北海道十勝エリア 芽室町 一般社団法人北海道プロデュース

北海道帯広市 株式会社四季菜

北海道釧路市 クスろ

北海道釧路市 株式会社丹葉商会

宮城県仙台市 仙台市 経済局

山形県鶴岡市 株式会社荘内銀行

山形県鶴岡市 鶴岡信用金庫

福島県全エリア 株式会社あきんど

福島県郡山市 竹内綾恵美

福島県南相馬市 NextCommonsLab 南相馬

群馬県桐生市 一般社団法人みんなのラウンジ

東京都足立区 David Wang

東京都足立区 株式会社カブ・デザイン

東京都多摩エリア 河野奈保子

神奈川県茅ヶ崎市 一般社団法人茅ヶ崎市観光協会

長野県諏訪市 阿部 瑛里花

経費規模
本事業と同様の内容を、各地方自治体等において民間企業等に委託する場合の参考と
なる経費規模は以下の通りです。事業規模、実施内容、実施場所、委託企業により金
額は大きく変動しますので、あくまで目安としてご参考ください。

項目 実施概要 経費規模

基礎研修
- 2日間 30人規模

本事業で配布したテキスト
を基にした座学の実施。内
容については基礎研修の実
施内容をご覧ください。

120万円程度
【内訳】

運営事業者人件費（2名）、運営事業者
交通費・宿泊費（2名）、各講座講師（専
門家）謝金・交通費（3名）、会場借料、
資料印刷費、通信料、広報費等

ワークショップ
- 2日間 30人規模

本事業で配布したテキスト
を基に、実施エリアでモ
デル事業者を選定し、実
践形式のワークショップを
実施。内容についてはワー
クョップの実施内容をご覧
ください。

300万円程度
【内訳】

運営事業者人件費（3名）、運営事業者
交通費・宿泊費（3名）、ワークショッ
プ設計費、講師（専門家）謝金・交通
費（3名）、会場借料、資料印刷費、通
信料、広報費等

現場実習
- 実施期間 5ヶ月間

支援者ごとの課題・強化項
目などに合わせ、現場実習
プログラムを作成して実施。
内容については現場実習の
実施内容をご覧ください。

1組 330万円程度
【内訳】

運営事業者人件費（2名、160時間）、
運営事業者交通費・宿泊費（2名、5回）、
実習内容設計費、講師（専門家）謝金・
交通費（3回）、プロトタイプ製作費（本
事業においては上限 30万円）、研修受
講者交通費支給等

評価実習
- 出展回数 1回

展示会（本事業では rooms） 
出展。内容については、評
価実習の実施内容をご覧下
さい。

1組 120万円程度
実習内容設計費、出展料（本事業にお
いては 15万円）、装飾費等
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長野県諏訪市 UMO

長野県諏訪市 株式会社松一

長野県諏訪郡下諏訪町 有限会社クローバーデザイン、諏訪圏情報コンソーシアム

石川県野々市市・福井県鯖
江市・福井県永平寺町

独立行政法人中小企業基盤整備機構 北陸本部

福井県鯖江市 鯖江商工会議所

愛知県名古屋市 竹内友貴

愛知県名古屋市 タジマ工業株式会社

京都エリア 株式会社 Tomoni、Qromomo Design、株式会社アンドソイル

京都府京都市 京都市 保健福祉局障害保健福祉推進室

京都府京都市 株式会社 dep

兵庫県神戸市 株式会社ぬえ

奈良県奈良市 湯川光

関西エリア CooKai株式会社

鳥取県大山エリア 株式会社ビッグワン、地域商社 大山時間

岡山県井原市美星町・倉敷
市水島地区

アトリエ KT

広島県広島市・西瀬戸内エ
リア

株式会社 SISコンサルティング

広島県呉市 広島県 商工労働局イノベーション推進チーム

広島県呉市 オキデザイン

山口県下関市 Ultica design lab

山口県岩国市 合同会社アクト・スリー

徳島県徳島市 mind inc.

徳島県阿南市 西部木工

愛媛県宇和島市 愛媛県立宇和島水産高等学校

佐賀県鹿島市 林中小企業診断士事務所

長崎県佐世保市・西海市 シムアットデザインラボ

長崎県島原市 島原ブランディングデザイン事務所

熊本県八代市 KITS CREATIVE

熊本県天草市 天草市役所河浦支所

熊本県天草市 合同会社シマノタネ

熊本県天草市 株式会社ホープ建設コンサルタント、こもれびデザイン

熊本県天草市 山下真由美

宮崎県宮崎市 訪う

宮崎県延岡市 erinoa design lab

宮崎県延岡市 オノコボデザイン

鹿児島県種子島 西之表市・
中種子町・南種子町

合同会社マイマイ企画

沖縄県名護市 インターナショナルデザインアカデミー

沖縄県那覇市 一般社団法人琉球びんがた普及伝承コンソーシアム

沖縄県沖縄市コザエリア 株式会社ファンファーレ・ジャパン

沖縄県宮古島市 株式会社ユーティ化粧品

沖縄県宮古島市 株式会社ジャパン・エクスプレス・チャイナ

短期集中プログラム実施場所 /運営企業一覧（実施日順）

エリア 開催場所 運営企業

愛知県名古屋市 デンソー名古屋コワーキングスペース 株式会社ロフトワーク

東京都足立区 基礎研修：あだち産業センター 3階交流室 

ワークショップ：足立区天空劇場

株式会社ロフトワーク

福井県鯖江市 鯖江商工会議所 ４階 大ホール 株式会社ロフトワーク

長崎県佐世保市 佐世保市天満庁舎 3-E会議室 ミテモ 株式会社

北海道帯広市 基礎研修：北海道ホテル 

ワークショップ：日航スノーランド帯広

株式会社ジェイアール東日本企画
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04セルフブランディングシートの作成
ワークショップの体験を通じて、今後デザイン・プロデューサーとして、どのような
活動を行っていくかをシートにまとめ、参加者のプロデューサーとしての方向性を定
めました。

基礎研修・ワークショップで使用したシートは基礎研修テキストに収録されてい
ます。配布テキストは、ふるさとデザインアカデミー ichi公式サイト（https://
localdesign.jp/program/）からダウンロード可能です。
合計 4日間のプログラムによってデザインプロデュースにおける知識と体験を一通り
学び、身につけることができますが、実践なくしてデザインプロデューサーとして成
長することはできません。デザインプロデュースプログラムでは、支援者・事業者・
運営メンバー・地域協力者とチームを組んで、その実践を行いました。
次ページからはデザインプロデュースプログラムの実施内容をご紹介します。

講師：プロデューサー、プロジェクトマネージャー等ワークショップ TIPS
テキストを有効活用するために
本テキストは、地域に根ざし事業を営む地域企業が持つ可能性を最大限引き出し、経
済価値と社会価値を生み出していくために必要にして最低限の知識を網羅した「デザ
イン経営の教科書」です。近年、ますます注目が集まるデザインの力を、経営の現場
においてより多くの人が活用可能なものとするために、できる限り具体例を織り交ぜ、
解説することを試みました。

今、地域に求められるのは、チームの力です。事業者とデザイナーだけでなく、流通、
行政、教育機関など様々な専門性をもつ人たちが「デザイン経営」実現に向けて協働
することで地域ならではの価値を生み出し、磨き上げ、生活者に届けていくことがこ
れまで以上に求められています。だからこそ私たちは、全国各地の志ある人たちが、
つながり合い、協働を推進していく上で必要不可欠なチーム共通のメソドロジーを生
み出したいと考え、このテキストを作り上げてきました。特にデザイン経営の実践に
おいて重要な論点については、ご自身の実践に活用・適用しやすくなるよう様々なワー
クシートを織り交ぜています。是非、実践にお役立てください。

また、本テキストに記載されているデザイン経営の考え方やデザインプロデュースの
メソドロジーは、デザイナーだけが理解すればいいものではなく、事業者や行政をは
じめとしたチーム全員が共通の認識をもつことで、最大限その効力を発揮するもので
す。是非、本テキストをチーム全員で共有し、ワークシートなどをフルに活用しながら、
さらなる協働にご活用いただければ幸いです。

最後に。デザイン経営の実践に「正解」はありません。本テキストが示しているのは、
デザイン経営を推進していく上での考え方、あるいは考えるべき道筋です。つまりデ
ザイン経営の解は、実践する人の数だけ存在します。他地域の成功事例を表層的に真
似る必要もなければ、他の事例と自分の実践を比較して一喜一憂する必要もありませ
ん。自分の地域、自分達のチームだからこそのデザイン経営実践の仕方が必ずあります。
そんな多彩な実践が全国各地から生まれていき、日本のローカルがもっともっと輝い
ていく。このテキストが、そんな未来を生み出す一助となれば、製作者としてこれに
勝る喜びはありません。

ミテモ株式会社 代表取締役 澤田 哲也
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プも積極的に支援。地域力の底上げにも挑戦している。2019年は活動範囲を積丹半島全域に広げ、「青の半島」という新プロジェ
クトを立ち上げた。 
 

デザインプロデュース成果
プロジェクト「青の半島」のキービジュアルやコンセプトブック、PR動画を制作。
また「青の半島」の企画第一弾、地域食材を贅沢に使った高級弁当「hanto bento」
の開発にあたり、パッケージと販促ツールを制作。いずれのツールも積丹半島全域の
受け皿となれる「大きさ」と、「未来への期待感」の演出を徹底した。

高田 大輔 クリエイティブ・ディレクター

北海道岩見沢市生まれ、大阪芸術大学卒業。米国留学と札幌のデザインプロダクション勤
務を経て2012年に独立、MOOI発足。クリエイターはクライアントのパートナーである
という信念のもと、作って終わりではない伴走型のブランド作りを得意とする。クライア
ントが抱える課題の本質を炙り出し目標の達成に尽力する中で、近年は「デザインしない
仕事」も増えている。 
https://www.mooi-d.jp

本事業における支援事業者：KIT BLUE（株式会社キットブルー）
2017年、北海道西部の積丹半島に位置する 3町村、神恵内村・岩内町・泊村が手を組み立ち上げた地域商社。地域の特産品で
あるウニやナマコのブランディングや販売、商品開発、マーチャンダイジングなどを行いつつ、地域でのセミナーやワークショッ

01 北海道積丹エリア
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うBtoB企業。2019年から大葉の水耕栽培を始めたことをきっかけに、食品業界へも進出。地元産のマグロと大葉を組み合わせた、
「細島コロッケ」を最初の商品として彩乃庄ブランドを展開予定。

デザインプロデュース成果
事業者の新商品設計およびブランド設計をおこなった。最初に「彩乃庄はどのような
ブランド展開をしていきたいのか」や「なぜ異業種の食品業界なのか」など、事業者
と対話しながら、目指す方向性を整理していった。その際に「地域への恩返し」、「処
分される食品を減らしたい」などのキーワードが出てきたことから、地域を絡めたフー
ドロス解決にも繋がる商品展開を行うことに決める。地域の特産品である「へべす」
は黄色になると商品価値が下がることを知り、地域特産品の「へべす」を再利用した
商品として「HOSOSHIMA POWDER」をブランド展開。今後の商品展開の指針となっ
た商品ができた。

甲斐 慶太朗 デザイン・プロデューサー

福岡出身。龍谷大学政策学部卒業。元バンドマン。東京のベンチャー企業2社で事業部立ち上げに関わる。 100
年続く焼酎蔵に関わったことがきっかけで、父方の地元でもある宮崎県延岡市に Iターン。地域で活動しているう
ちに、大学での地域創生の学び、バンドで培われたデザインスキル、ベンチャー経験の３点が活かせないものか

と模索。2019年に地域に足りていなかった「営業の気持ちが分かるデザイナー」として erinoa design lab設立。
現在はクラウドファンディングで124万円を集めて「コワーキングスナックn計画」を設立し、オーナーとして
も店舗に立つ。地域内外の人材が溜まり場になる場所を目指して活動中。 
https://www.branding-project.com/ 
https://www.erinoa.com/

本事業における支援事業者：株式会社ユニバーサルインターテック

宮崎県日向市細島にて、本社事業所及び工場をもつ。自社工場で合成繊維およびプラスチック加工をおこない、海外への販売を行

03 宮崎県延岡市
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デザインプロデュース成果
Co-ishimaru Silk ProjectのWEBサイト及びコンテスト案内リーフレット、小石丸着
物生地（見本裂）、染織技術の提供として先染め糸（藍・貝紫）を制作。アイデアコン
テスト募集役割の他、純国産絹・小石丸の価値を連動して伝えていくものとして今後
も活用していく。

日髙 葵 プロデューサー

宮崎生まれ。鹿児島大学法文学部法政策学科卒業。東京の IT商社で法人営業勤務後、約3ヶ
月の東南アジア放浪の旅へ。かねてから興味を持っていた海外勤務として、ラオス人民民
主共和国の現地法人でコンサルタント・アシスタントに従事。 
宮崎へUターン後、「ローカル（地方）にこそ宝箱の様な魅力が集まっている」と気付き、
インバウンド・ツーリズムを軸とした事業展開を試み、地元企業の海外進出サポートや翻訳・
通訳の個人事業主を経て、株式会社訪う（https://www.otonau.com/）を設立。国内旅行
業務取扱管理者資格保有。 
趣味は旅すること、散歩（特に山や森の中）、外国語習得。

本事業における支援事業者：綾の手紬染織工房

08 宮崎県宮崎市
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本事業における支援事業者：株式会社 ボストンクラブ（BOSTON CLUB CO. LTD.）
1984 年創業。2014 年に創業 30 年を迎えた眼鏡フレーム企画・販売会社。大手アパレルメーカーや眼鏡商社のODM 経験、
鯖江の生産技術を活かしたオリジナルブランドを展開。掛け心地やファッション性の追求、新しい技術革新など深い研究を重ね、
日本の良さを体感できる最良品質の製品を送り出している。2016 年 には、「ウェアラブルデバイス着脱機構付フレーム」開発。
ウェアラブル市場への展開も積極的に行っている。

neoplugはメガネの左右にデバイスを用意に着脱できる機構。neoplug自体は令和元
年 将来のふくいを牽引する技術開発支援事業補助金や、クラウドファンディングなど
により試作されプロダクト化している。
デザインプロデュースプログラムでは neoplugをデバイス開発会社などと繋げる取り
組みを実施した。

デザインプロデュース成果
2015 年に眼鏡フレーム企画・販売会社である同社が新事業としてスタートさせたウェ
アラブル事業。同事業を経営の第 2の柱に成長させる為、主力商品であるデバイス着
脱機構付フレーム「neoplug（ネオプラグ）」のデザインプロデュースを実施。事前調
査から浮彫になった同商品の曖昧な事業領域（ドメイン）にメスを入れ、内容の明確化・
適正化に努めるとともに、そのプロセスを企業内に浸透させることで、状況の変化に
応じドメインをアップデートできる持続可能な体制を構築した。
今月出展したウェアラブル EXPOでは、来場者の反応から、ある一定程度の取り組み
成果を見て取ることが出来た。

田中 英臣
東京都出身。昭和56 年 福井県に移住。大学（福井大学）中退後 米国テニスアカデミーに留学。
帰国後、8 年間の設備会社勤務を経て、現職（平成24 年に鯖江市役所に1 年間出向）。 こ
れまで、域内外のネットワークを活用し、「デザイン /デザイン思考」を切り口とした産地
ブランディング事業等を実施。 （日商簿記1 級、TOEIC score 910） 主な取り組みとして 
「TOKYO MEGANE FESTIVAL（2018）」 
「SABAE CREATIVE COMMUNITY（2019-2020）」 
https://sabae.cc/ 
https://nishitai.bigbeat.co.jp/detail/0000001248 
https://www.jfc.go.jp/n/findings/pdf/tyousa_gttupou_1908.pdf 
※日本政策金融公庫 調査月報 8 月号 p32「鯖江に広がるデザイン思考」

11

鯖江商工会議所 経営支援課 課

福井県鯖江市
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び観光地沖縄の特性を、日本の他産地の商品や技術と組み合わせることで、
新しい価値を協創。持続可能で稼ぐ力のある商品開発を通して、日常生活か
ら離れてしまいがちの伝統工芸の価値を現代の生活シーンに届ける。外国人
や日本各地から訪れる沖縄での出口戦略を視野に入れた商品開発に取り組む
ことで、日本の手仕事を盛り上げることを狙う。

2. デザインプロデューサーとしての課題

リソースの選択と集中
びんがたコンソ設立初年度にあたる 2019年。会員メンバーの増強や琉球び
んがた自体の普及伝承活動を進める中、いくつのプロジェクトに取り組むの
か、そのプロジェクトのどの部分までをハンズオン支援し、どの部分を他者
にリソースを求めるかの線引きが難しかった。

3. 現場実習での取り組み

基礎研修で体系的に学んだデザイン経営の考え方は、本事業全体を進めてい
く中で大いに役立った。デザイン経営のコンセプトや、産地支援を行ってい
く上での重要なポイント、デザインプロデュースの流れを学び、自分の強み・
弱みの分析などを行った他、地元産業や他の支援者との連携の仕方を把握し、
実践していくことで事業のスムーズな進行が行えた。
Ryukyu Ethical Textile（写真参照）については、現場実習の専門家との
ディスカッションを通して、テキスタイル市場についての知見を多く得るこ
とが出来た。呉服向け仕様がスタンダードである琉球びんがたが、テキス
タイル市場で勝負することの難しさ、どの様な市場を狙うべきか、Ryukyu 
Ethical Textileの製造をより本格的に対応する為の設備投資や人員配置の検

討等、びんがた工房が持っている想いや、その想いを実現する為のステップ
が明確になった。
試作品として製造した Ryukyu Ethical Textileを活用したジャケットは、国
内における海外アパレルメーカーとの商談会、びんがたコンソで取り組んだ
海外での商談会で、高い評価を受けると共に、量産に向けた体制整備や価格
設定の課題も残った。また、rooms40においては、“びんがたで繋ぐ日本の
手仕事”というテーマで、次年度取り組むびんがたとのコラボレーション先
を 2社募集しているところである。

4. 現場実習による成果と今後の展開

今回の事業を通じて、琉球びんがた・観光地沖縄・日本の手仕事でどの様な
コラボレーションを起して行くかの方向性が明確になった。“びんがたで繋ぐ
日本の手仕事”というテーマ設定が出来たのは大きな成果だった。琉球びん
がた普及伝承コンソーシアムは、沖縄の地元工芸を支援する団体であると同
時にその構成メンバーに工房や多様な企業が所属している前例の少ない組織
である。現代のビジネスへのスピード感は、工芸に携わっている職人とは異
なる。その感覚の差や対応可能なキャパシティーを理解した上で、丁寧なプ
ロジェクト組成・運営を進めていきたい。
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を立ち上げた。陰ながら人々の生活を支えてきた町工場の技術を生活雑貨に
取り込むことで足立区の技術をより身近に感じてもらうための試作品開発を
行った。

2. デザインプロデューサーとしての課題

足立区の製造業にヒアリングを行うとわかったのが、徐々に町工場の需要は
下火になってきている感覚をもっていること。そのため若い世代が育ちづら
い状況になっており、技術の継承も困難になってきている。これらの問題を
プロデュースによって解決していくことが課題であった。

3. 現場実習での取り組み

足立区の製造業が抱える問題に対して、製造業とエンドユーザーとのギャッ
プを埋めることが課題の解決につながるのではと仮説を立てた。
暮らしの中では目にすることのない部品を製造している企業の技術をもっと
わかりやすく消費者に見えるカタチにするプロダクトブランドを立ち上げ、
事業者と共同で試作品の開発およびブランド表現の検討を実施した。
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「パートナー会議」については、専門家による課題の見える化から課題に適し
た専門家とのマッチング、専門家による伴走支援というスキームについて、
研修を通して PDCAを行った。専門家による伴走支援については、域内の人
材に専門家のノウハウやネットワークを吸収させることを含めて実施を行い、
専門家との協業についてのノウハウを得ることができた。
パートナー会議については、支援の始期と終期に２度実施をすることにより、
「専門家による課題の見える化→課題に適した専門家とのマッチング→専門家
による伴走支援→市場価値の再確認」という、より実効性の高い支援スキー
ムに昇華することができた。

4. 現場実習による成果と今後の展開

地域をプロデュースするにあたり、地域を活性化するための視座が圧倒的に
プロと比べ低いことを感じた。地域の将来を描くためには、1年後、２年後
ではなく、10年後、30年後といった期間で地域のデザインを考えることが
必要であり、個社支援についても同様であると学んだ。
それを踏まえて、「面」として仙台を売り出すために、改めて「仙台」という
街の地域ブランドの VMD開発に取り組んだ。仙台のシンボルである「杜」
の最大のシンボルである「定禅寺通り」＋「そこにあるぜいたくな暮らし」
をテーマとした VMDツールを制作した。これにより、「モノ」だけで売り出
すのではなく、「コト」の中にある「モノ」という地域の売り出し方に踏み込
むことができたことが最大の成果である。
併せて、「点」である個社支援のスキームである「パートナー企画」についても、
現場実習を通し当企画のノウハウを域内に残すための方向性を見つけること
ができた。専門家に頼り切るのではなく、あくまでも地元で支援をする人材が、
様々な専門家と連携して、適切な支援を実施することにより、より個社の収
益増加につなげていくことができるとわかり、「パートナー企画」の改善を実
施することができた。
今後であるが、本事業で磨くことができた「面」と「点」の双方を同時に支
援することによる地域活性化のスキームをさらにPDCAを回して、ブラッシュ
アップすることにより、まずは「仙台」の地域活性化を実現させる。その後、
自らの持つスキームと本事業で出会った全国の仲間の持つスキルを組み合わ
せて、全国の地域活性化に取り組んでいきたい。

支援者インタビュー

Q：今後のデザインプロデューサーとしての方向性を教えて下さい。
（佐藤）
本事業を通して学んだ行政と民間をつなぐためのデザインに関するノウハウを用いて、
民間に寄り添った行政としての、両者の通訳機能を含めた地域活性化のスキルを自ら
のノウハウにしていきたい。また、将来的には行政側のみならず、民間での活動を実
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法政大学社会学部社会学科卒業。砂川市役所入職後、教育、健康保険、税務、介護、農業
部門を担当し、2017年より商工観光を担当、市内中小企業を支援。特に売上拡大・販路開拓、
地域内消費の最大化（地域活性化）のため地域ブランドづくりに取り組む。事前準備とし
て2017・2018年度に「チーム“SUNAGAWA”団結セミナー・ワークショップ」を複数
回開催。2019年度より「チーム“SUNAGAWA”ブランディングプロジェクト（砂川市地
域ブランド構築事業）」を本格実施。労働組合運動、各種地域活動に携わり、市内外の同業
者に留まらず、異業種の仲間とのネットワークを形成。 
 
 
 
 
 
北星学園大学心理・応用コミュニケーション学科卒業。学生時代から地域活動に興味を持ち、

奥山 雅喜

伊藤 活樹

砂川市経済部商工労働観光課 課長補佐

砂川市地域おこし協力隊

33

YOSAKOIソーラン祭りやボランティアサークルの運営、イベント企画など幅広く活動を
していた。卒業後は児童館で勤務をした後、砂川市の地域おこし協力隊に。まちの案内所
SuBACoにて地域内外の人に砂川の魅力を発信している。また、学生や若い世代をまちづ
くりに巻き込むために大学生とイベント企画等も行う。砂川市の地域ブランド事業である
「OASIS REPIBLIC」プロジェクトで、事務局長も務める。

本事業における支援事業者：ウリ薬局・ほんだ菓子司・奥山農園

市内中小企業者が大企業との間での市場競争に個社で勝ち抜くことは、経営資源等の差により非常に困難である。中小企業の
活性化のためには、民間事業者・支援機関・行政など様々な関係者が団結し、地域ブランドを構築し、そのブランドを活用して、
団体戦で外貨獲得を目指すことが必要であり、地域外への販路開拓・売上向上を目指す事業者のチーム及びプロジェクトの中
心となる人材である３者を育成する。

デザインプロデュース成果
地域ブランドとして構想している「オアシス リパブリック」を域内外にて PRするた
めの展示ツールを作成した。砂川市の住民に対しユーザー調査を実施し、当たり前に
感じている豊かなライフスタイルを抽出。そのライフスタイルをイメージした空間に
地元産品を置くことで、豊かなライフスタイルを提案している。北海道砂川市
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Team TANQ
小関 淳 

デザイナー。米国・豪州などでデザインを学び帰国。広告作成やベンチャー企業立ち上げを経験し独立。農業や製造業

の広告作成や自社ブランド展開を行う。 

西田 博明  
クリエイティブカタリスト。ベンチャーにて事業立ち上げ経験後独立。コーチング、ファシリテーションを軸に、もの

づくりや事業継承の支援を行う URL： http://tomoni-inc.com/ 

土田 雅敏 

エンタメ型ディレクター。avexグループをはじめ様々な立場でアーティストや女優のプロモーション、アーティスト

人材発掘、育成を手掛ける。現在は京都にてモノづくりのサポートを行う。URL：www.andsoilkyoto.com 

37

※写真左から3番目は支援事業者の南條和哉

本事業における支援事業者：有限会社南條工房

南條工房：創業 180年の工房。薪を使った焼型鋳造法を伝承する日本で唯一の工房。合金「佐波理」のおりんや、鳴り物神仏
具を製造している。

南條和哉：京都出身。高級ホテルにて料理人を経験したのち、南條工房に出会う。澄み渡った音色に惹かれ、職人への転身を決意。
伝統を継承するとともに、佐波理の響きを日常で楽しんでもらうため、新ブランド「LinNe」を立ち上げる。

デザインプロデュース成果
神仏具をてがけ続けてきた南條工房の「おりん」。より手軽にその響きに触れ、豊かな
ひとときを楽しんでもらいたいと、ブランディング、海外展開、デジタル事業などに
取り組んだ。国内外の有名店舗での販売、iPadなどと組み合わせた商品の構築などが
実現した。今後はアートや空間デザインなど、幅広い活動を構想中。

京都エリア
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佐藤 公哉 グラフィックデザイナー アートディレクター

北海道の北部を中心に活動しているデザイナー。クライアントが抱える課題に「デザイン
思考」で解決方法を探ります。地域を知り、地域の人と交流し、よそ者視点で地域の魅力
を紐解く姿勢を大切にしている。近年、北海道のアイヌ文化や木彫り熊の世界に埋没中。
2003年より北海道の印刷会社にて、パンフレットやチラシ、ポスターなど、紙媒体を主
としたデザインやディレクションを手掛ける。2010年から、映像制作に興味を持ち、PV
やCMなどを多数制作。現在はドローンを使った空撮も行っている。2018年に特許庁よ
り発表された「デザイン経営宣言」をきっかけに、デザインの視点や思考をプロジェクト
に取り入れ、クライアントが抱える課題の上流から積極的な関わりをみせている。

本事業における支援事業者：有限会社 エチュード洋菓子店

40

創業 1983年、北海道旭川市に 3店舗を展開する地域のお菓子屋さん。各店舗に併設している工場で作業を分担し、効率的に
商品を製造しています。エチュード洋菓子店のお菓子は１つひとつ手づくりで、ボリュームがあって、気軽に食べられるお菓
子です。デコレーションケーキをはじめ、生菓子や焼き菓子、チョコレート、プリンなどバリエーション豊富です。看板商品
のお昼ねプリンは、北海道の広大な大地で自然放牧された乳牛から低温殺菌で搾った牛乳とチーズの製造過程で出来る生乳（ホ
エー）、東旭川の農場で採れた卵を使い、素材の風味が活きるこだわりレシピで作っています。クリーミーななめらかさと、卵
のコク、濃厚な香りが特徴です。

デザインプロデュース成果
エチュード洋菓子店のリブランディング計画を企画し、実行した。創業者の思考を優
先する経営スタイルから、2代目社長が考える社員と共に創る経営スタイルへシフト
していくため、まずは、経営者（会長、社長）の想いを可視化することから始めた。
多様なリサーチ方法を駆使し、今後のブランディングの核となる経営理念と企業使命、
経営姿勢、企業文化などの“らしさ”を言語化した。
お店らしさを表現していくため、地域の伝統的産業である旭川家具や木工クラフトの
文化とも繋がりを持たせ、ブランドブックやのぼり、店舗ディスプレイなどのプロト
タイプに落とし込んで制作した。同時に、お店の新商品開発に関わる包装資材業者や
社員を集めてワークショップを開催。本事業で実施している取り組み内容を共有し、
事業後も自発的に新規プロジェクトを立ち上げられる環境、関係づくりにも配慮した。

北海道旭川市
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デザインプロデュース成果
中元本店の地域産品商品の一つ、呉・東広島の酒造会社の酒粕は香り高く、味わい深
いものだが、認知度が低く、大手の酒粕と差別化が図れずにいた。また冬しか食べな
いイメージ、レシピを知らないなど食生活に浸透しづらい課題があった。今回はそれ
らを解消する、すぐに食べることができ、洋食をはじめとして様々なレシピにも使え
る新しい酒粕商品を開発した。

沖 宣行 デザイナー・ビジョンマップデザイナー

日本デザイナー学院グラフィックデザイン学科卒業。印刷会社のデザイン部勤務後、広島
の地域デザインを手がける会社へ転職し12年勤務後独立、オキデザインを設立。手書き
によるフォント、イラストマップの制作を得意とし、瀬戸内地域の商品や行政の地域紙、
企業のロゴマークなどのデザインを数多く手がける。瀬戸内の町、人、お酒が好き。 
https://www.oki-design.com

本事業における支援事業者：株式会社 中元本店
創業大正 14年、海軍と呉の町に愛されてきた「トビキリ」ラムネ・お漬物製造会社。昭和を感じさせる懐かしドリンクや地元
の産品、瀬戸内の音戸ちりめんや呉・東広島の酒造会社の酒粕など地域商品の販売も行っている。社長の中元氏は呉市を盛り
上げるイベントなどを企画し、地元の発展にも尽力している 

46 広島県呉市
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4. 現場実習による成果と今後の展開

今回の現場実習により今まで手付かずだった情報発信の部分に着手できたこ
とで、プロモーションを行っていくための基礎が出来上がった。今後はその
内容を充実させていくと共に、事業者が主体的に情報発信できる状態になる
までのサポートを実施していく。定期的な情報発信をすることで、製品だけ
ではなく、M.S.Pや室原氏自体への認知度を高めていく。
また、周囲の関係者を巻き込みながら、南相馬の海やサーフィンを通じて、
地域を活性化していくために、室原氏と仲間と共に考えアクションを続けて
いきたい。

支援者インタビュー

Q：今後のデザインプロデューサーとしての方向性を教えて下さい。
商品やサービスの外側だけをアピールするのではなく、そこに込められた想いや背景や
行程などの内側をしっかり伝えることが、地域におけるプロモーションではとても大事
なポイントだということを学びました。広報や販促支援を事業にしようと考えている身
として、「事業者の想いを汲み取り、カスタマーや消費者へ伝えることが出来る」プロ
デューサーになりたいと考えています。

Q：取り組みを行った中で印象的だった瞬間を教えてください。
現場実習で外部専門家の方と一緒に事業者インタビューをした時のことです。普段も
良くお話をする事業者だったのですが、今回は、独立してサーフボード製作所を立ち
上げるまでの背景、サーフボード製造販売の事業を通して目指すこと、南相馬への想
いなど、今まで聞いたことのなかった熱い想いをヒアリングすることが出来ました。
そのお話を聞くことで、どの様な姿を目指してブランディングするのか、何を目的と
してどこにプロモーションをするのかが明確になり、当初イメージしていた方向性と
は大きく異なるプロモーション展開案となりました。
事業者の想いや考えを様々な角度からヒアリングし、奥に眠っている想いも含めて、
引き出してあげるという作業がとても大事だということに気づかされた瞬間でした。

1. サマリー

事業者のブランディングに向けたプロジェクトを発足。プロモーション展
開におけるコンセプト設定をした上で、第一弾としてWEBサイト制作と
Instagramの運用に取り組んだ。「商品だけの PR」ではなく「関わる人と想
いが伝わる」というコンセプトを基にしたプロモーション展開を実施した。

2. デザインプロデューサーとしての課題

サーフボードのクオリティも販路も確立されている一方で、情報発信の部分
はほぼ手を掛けることが出来ていない状態にあった。「製造元のM.S.Pや室原
氏がどういった地域で、どういった想いを持ってサーフボード製作に取り組
んでいるか」といった、カスタマーに知ってほしい大事な情報を届けるため
のプロデュースが課題でした。

3. 現場実習での取り組み

プロモーション展開の方向性を定めるために、事業者に対する詳細なヒアリ
ングを実施。外部専門家のサポートを受けながら、工場の経営やプロダクト
についてだけでなく、サーフボード製作に掛ける想いや、地域への想いなど、
大事な部分のヒアリングと言語化を実施した。
その内容を基に、プロモーション計画を立案。
「関わる人と想いが伝わる」ということをコンセプトに、それが実現できる
WEBサイトを検討し、まずは、コンセプトを伝えるために TOPページ＋数
ページを制作し試験運用を開始。合わせて、ビジュアルや進捗の情報発信の
場として、Instagramの運用も実施した。
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ミャンマーで生産されたハトムギを使用した新たな商品開発をテーマに、マー
ケティングリサーチに基づくターゲットや価格設定・試作レシピ開発・パッ
ケージ試作などを行った。それらの成果をもとに事業者自社工場での生産体
制について検討をはじめている。また販売における社会的意義を明確にした
グローバルヴィジョンについても策定した。

2. デザインプロデューサーとしての課題

これまでクライアントから商品が出来上がった後にブランドやパッケージな
どのビジュアルデザインに関する依頼を受けるという仕事の流れが基本だっ
た。完成品のビジュアル構築だけでなく、自らのネットワークを駆使して商
品自体のコンセプトや企画そのものから関わりを持ち、総合的なデザインプ
ロデュースを行う経験が少なく、課題であった。

3. 現場実習での取り組み

まず、ハトムギの商品開発～流通・販売という大きな流れを想定した上で 2
月の roomsを直近のゴールと設定し、現場実習の日程を基準に、バックキャ
スティングでスケジュール作成を行った。その上で現場実習の前に熊本の西
田精麦へ赴き、ハトムギの商品開発の方向性に関するヒアリングと、具体的
な開発商品の内容についてディスカッションを行い、兼ねてから要望のあっ
たシリアルバーの開発に取り組むことで意見をまとめた。これをもとに下関
にて現場実習にて以下を専門家に共有した。

01. 西田精麦の会社概要・現状
02. 八代でのハトムギの取り組みについて
03. ミャンマーでのハトムギの取り組みについて

04. 具体的な商品化の方向性について

専門家の西堀氏から、以下のアドバイスを得ることができた。

01. シリアルバーの価格設定と生産体制を事前にしっかり考慮した上で取り
組むこと。

02. ハトムギの特性から健康志向の女性向け商品であると考えられるが、世
界的な需要として中国・台湾だけでなくアメリカ・ヨーロッパなどベジ
タリアン・ヴィーガンの需要が多い国への進出も視野に入れる。

03. 西田精麦の BtoCブランドのグローバルビジョンを作り、その理念に基
づく取り組みとして商品を開発して売る。

そのアドバイスを基に自身のネットワークを通じて以下を実施した。

01. 現状の価格帯や消費者の嗜好などのマーケティングリサーチを依頼
02. はと麦バーの試作・監修を海外にて修行経験のあるパティシエに依頼
03. グローバルビジョンの草案を作成
04. 自社工場での生産体制を整えるための技術相談のため熊本県産業技術セ
ンターに電話で事前相談

進捗状況を事業者と西堀氏に共有したところ、西田精麦からはすでに焙煎機
の導入を検討しているとの説明と、西堀氏からは、設備投資に関する補助金
情報や、「自社ブランド商品については必要性を強調された方が良い」などの
アドバイスを得ることができた。
その後西田精麦とシリアルバーの作成を実施。サンプルと共に以下の検討を
西田精麦で実施した。

01.  シリアルバーサンプルの 2回目試食
02.  マーケティング資料に基づく販路や価格帯の設定
03.  グローバルビジョンについての検討
04.  パッケージイラストサンプルの説明

専門家も含めでアイデアを出し合いながら、マーケティング資料に基づき、
シリアルバーの具体的な方向性等を定めていった。
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さいごに

地域プロデュースは終わりのない航海
今の仕事を始めた頃に、地域をプロデュースする先輩に言われたことがあり
ます。「地域をプロデュースすることは終わりのない底なし沼だよ。すぐに
わかるから。」聞かされた時は、あまりピンと来ていなかったのですが、長
く地域と付き合っていくうちに、その意味がだんだんと身にしみてきます。

例えば、ある地域に（地域の企業に）こんな課題がありました。その課題を
解決するために尽力します。課題は解決しました。一件落着、、、とは行かず、
次の課題が湧き出てくる。また、その課題に向き合う。この繰り返し。

でも、それは至極当然のことだと思います。自身の仕事や暮らしに置き換え
てみても、状況は日々変わるし、やりたい事も増えてくる。常にやりたい事
や課題は尽きないものです。

私たちのように、年度単位の仕事を東京にいながら進めていると、やってい
る年度内は良いのだけど、終わった後はどうなるのか。もちろん個人的に付
き合いを続けていくことはできます。ただ、毎年のように関わる地域は増え
ていくし、個人のリソースにも限りがあるし、資金面でも限界はくる。この
スパイラルに陥った時に、冒頭に記載した「底なし沼」にはまっている自分
に気がつきます。

一人で頑張ることをやめる

では、そのスパイラルを抜け出すためにはどうすれば良いのか。答えは結構
単純なことでした。それは、「一人で頑張ることをやめる。」と言うこと。そ
の答えにたどり着くまでは、自分が地域を変える、自分の力で課題を解決す
る。今思えば、結構傲慢な考えを持って地域と対峙していたと思います。

澤田さんも記載されていましたが、今地域に求められているのは、様々な専
門性を持った仲間で構成されるチームを作ることです。そして、そのチーム
の中心になるのは、地域にいる方であればあるほど、持続可能なチャレンジ
につながると思います。

未来をあきらめない
ここまでを読み返してみると、なんだか地域プロデュースは大変そうだと思
われるかもしれません。でもそうですね、確かに大変だとは思います。なん
でこんな大変なことを続けているんだろうかと思うこともあります。ただ、
やめようと考えたことは一度もありません。日本の各地域に根付く文化・産
業、それらを失うことは、日本そのものを失うことだと考えています。今を
これからを担っていく皆さんに、そんな未来を残したくはないし、決して未
来をあきらめたくはないと思っています。

本事業では、基礎研修とワークショップに 615人、その中から 61組のチー
ムが、それぞれの船を漕ぎ始めました。ただ、そこは決して「底なし沼」で
はありません。終わりが訪れるのことなど想像も出来ないくらいに希望に溢
れた大海原です。

その航海を導くための羅針盤として、本事業のテキストや、本事業を通じて
得られた経験・知見を詰め込んだ本報告書をバイブルとして、得られたネッ
トワークや就航先での繋がりの全てを活用し、それぞの航海で役立てていた
だければ幸いです。

そして最後に。
地域プロデュースという航海には「正しい航路」があるわけではありません。
羅針盤やバイブルを持っていても、時には順路に迷う時があるかもしれない。
そんな時は遠慮なく、私たちに連絡をください。必要な航路を提示し続けら
れるように、私たちも日々学び、挑戦を続けます。

株式会社ロフトワーク 二本栁友彦
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